


























　Supply chain management is being recognized as the key business strategy and business 
model. This article analyzes empirically sales strategy in global supply chain of Japanese firms. 
Especially this investigation is based on the comparative studies of the American logistics 
research groups with the studies of the European logistics research groups. 





















小売りの国際化、③製造の統合と合理化としている１。また Christopher, M （2005）は、
企業が国際的に SC を拡大している時、グローバルロジスティクスの組織を構造化する問
題に直面すると見ている２。




１ Christopher, M and Peck, H. （2003）, p. 150.

































３ Christopher, M and Peck, H. （2003）, p. 130.
４ Christopher, M. （2005）, pp. 222-229.







　Bowersoxet, et al. （2010）によれば、グローバル SC オペレーションは、ほとんどの企
業にとって一般標準になっており、グローバル調達とマーケティングは、特に収入・量・
市場シェアの観点から企業成果を高める多くの機会を提供すると見ている7。
　Mentzer, J. T. （2004）によると、グローバル化へアプローチを行う企業は、グローバ
ル環境における固有のリスクと複雑性を管理する課題に直面し、グローバルSCマネジャー
は、グローバル環境の複雑性を理解し、必要とされる変化を予測し、それらに対応するこ
















５ Harrison, A. and Van Hoek, R. （2008）, p. 46.
６ Christopher, M. （2005）, p. 229.
7 Bowersox, et al. （2010）, p. 289.
8 Mentzer, J. T. （2004）, p. 6.





SC 成果の改善に寄与するために、SC マネジャーは、全体の SC 需要計画プロセスを理解
し、需要予測正確性の測定を今まで以上に行い、販売予測の適用と展開に関係する個々と

























10 Mentzer, J. T. （2004）, pp. 10-11. また Bowersox と Mentzer 等は共に、MSU Business Stdies におい
て、販売における需要予測に関するモデル構築及びシミュレーションを主とする研究を行っている。
Bowersox, D. J., Closs, D. J., Mentzer, J. T. and Jr. Sims, J. R （1979）を参照のこと。
11 Bowersox, et al. （2006）, pp. 62-64.




























　Rugman, A. M and D’cruz, J. R. （2003）によれば、企業戦略は、伝統的に階級組織の事
業構造と競争に焦点を当てている。現在、そのような戦略思考は、持続可能な国際的競争
性が、事業ネットワーク構造における協調関係を通じて、最適に達成されうるという観念
































13 Rugman, A. M. and D’cruz, J. R. （2003）, pp. 1-2.
14 Rugman, A. M. （2004）, pp. 1-8.
15 Rugman, A. M., Lecraw D. J and Booth, L. D. （1985）, p. 376.





る。付加価値率成果を用いる理由は、Bowersoxet, et al. （2010）が、グローバル SC は、
収入・量・市場シェアの観点から企業成果を高める多くの機会を提供すると見ているため
である16。また総資本経常利益率を採用する理由は、Bowersox et al. （2001）が、総資本経
常利益率（ROA）を企業におけるオペレーションの資産管理のパフォーマンスを測定す
る指標としているためである17。また、グローバル SC における販売戦略の販売決定因は、














16 Bowersox, et al. （2010）, p. 289.




















  （-2.012b） （4.228a） （-2.467a）
 　　　　　　　　　　−0.056Ln（直接投資）＋0.036Ln（研究開発費）
  （-5.607a） （1.555d）
 RB2＝0.901，SE=0.011，DW=2.437，N=16
 ⑵ Ln（ROA）= −1.852+ −0.65Ln（第三国向け販売）−0.41Ln（設備投資）






非標準化係数 標準化係数 非標準化係数 標準化係数
研究開発費  0.036（ 1.555）d  0.459 ・・・・・・ ・・
直接投資 −0.056（−5.607）a −1.026 ・・・・・・ ・・
設備投資 −0.057（−2.467）a −0.574 −0.41（−1.581）c −0.393
現地販売  0.095（ 4.228）a  1.528 ・・・・・・ ・・
日本向け販売 ・・・・・・ ・・ ・・・・・・ ・・・・













スが展開され始めたのが 1990 年代からと見ているためである20。       
  















の 2 種類の関数が形成される。 
（１） 付加価値率＝＝ｆ（1. 日本向け販売, 2.現地販売, 3.第三国向け販売, ４.直接投 
資, 5.研究開発費,6.設備投資） 
（２）総資本経常利益率＝ｆ（1. 日本向け販売, 2.現地販売, 3.第三国向け販売, ４.直
接投資, 5.研究開発費,6.設備投資） 
                                                  
18通産省『我が国企業の海外事業活動』第 24,25,26,27,28 回 ,1995-1999. 経済産業省『我が国企業の海外事業活動』
第 29,30,31,32,33,34,35,36,37,38,39 回 ,2000-2010.この論文で取り上げられる日本企業は、業種分類で見ると日本
標準産業分類に準拠している。つまり、食料品 ,繊維 ,木材紙パ ,化学 ,医薬品 ,石油 ,窯業・土石 ,鉄鋼 ,非鉄金属 ,金属製品 ,
はん用機械 ,生産用機械 ,業務用機械 ,電気機械 ,情報通信機械 ,輸送機械 ,その他の製造業 ,情報通信業 ,運輸業 ,卸売業 ,小
売業 ,サービス業 ,その他の非製造業である。  
19財務省『財務金融統計月報』1994-2009. JETRO『ジェトロ世界貿易投資報告』 ,2010. JETRO『ジェトロ貿易
投資白書』,2009-2002.  JETRO『ジェトロ投資白書』,2001-1999. JETRO『ジェトロ白書・投資編』,1998-1994. 
























































売戦略の確立が重要となろう。このことが、Christopher, M and Peck, H （2003）が主張
するグローバル市場とローカル市場の顧客ニーズの相違に関する理解と適合を行いつつ、
Harrison, A and van Hoek, R （2008）が示す顧客サービス管理を主とした製品利用可能性
（availability）の支援を基軸に、顧客ロイヤルティを助長させた販売促進を導くとともに、














グローバル SC の販売戦略に関する実証分析を行った。現在のグローバル SC における販
売戦略の焦点は、グローバルロジスティクスの確立を基軸とした需要予測の向上における
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